
10きらりと光る　まち　日野町

　 1
年
間
で
１
６
７
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る
さ
と
基
金

　

町
で
は
、
『
愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る
さ

と
基
金
』
を
創
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を

募
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1
年
間

で
計
47
件
、
合
計
１
６
７
万
４
０
０
０
円
を

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
福
祉
や
文
化
活

動
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
な
ど
に
活

用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
移
動
販
売
車
購
入
補
助
金

の
一
部
に
使
用
し
た
ほ
か
、
図
書
の
購
入
や

新
1
年
生
へ
の
ナ
ッ
プ
ラ
ン
ド
購
入
に
も
活

用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
車
い
す
を
利
用
す
る
人

も
乗
車
で
き
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
車
両
の
購
入

に
活
用
し
ま
し
た
。
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
寄
付
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
親
せ
き
や
友
人
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆

さ
ん
へ
、
こ
の
基
金
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
申
込
み
方
法

①
寄
付
の
申
込
み
に
は
、
ま
ず
、
寄
付
申
込

書
を
町
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、町
か
ら
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
届
い
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
へ
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
も

と
に
、
町
か
ら
振
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

寄
付
金
は
一
口
５
０
０
０
円
を
基
本
と

し
、
何
口
で
も
受
付
け
ま
す
。（
５
０
０
０

円
以
下
で
も
受
付
け
ま
す
）

　

日
野
町
へ
の
寄
付
金
の
う
ち
、
２
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
税
額
控
除
措

置
が
あ
り
ま
す
。

▼
寄
付
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ
先

◆
郵
便　

〒
６
８
９
‐
４
５
０
３

　
　
　
　

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨
101

　
　
　
　

日
野
町
役
場
企
画
政
策
課

◆
電
　
話
（
72
‐
０
３
３
２
）

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
‐
１
４
８
４
）

◆
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　

kikaku@
tow
n.hino.tottori.jp

◆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　
　

http://w
w
w
.tow
n.hino.tottori.jp

● 寄付金の使いみち ●
①子どもたちがすくすくと育ち、高齢者が安心して暮らせる福祉事業

②自然や史跡、文化財などを保存活用する事業

③スポーツや文化、芸術活動を推進する事業

④住民みんなでつくる安心・安全な地域づくり事業

《事業例》保育所、小中学校の充実、高齢者の健康づくりなど

《事業例》文化センター・図書館の充実など

《事業例》町歴史民俗資料館、黒坂鏡山城跡などの文化財保護や、滝山、鵜の
　　　　　池公園の維持管理など

《事業例》地域コミュニティ育成活動、自主防災組織育成など

平成 25 年 11 月、ハイブリッドの福祉タクシー車両購入費に活用しました
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平成 26 年度 日野病院組合看護師育成奨学金のお知らせ

奨学生を募集します
【募集期間】

2月3日（月）から2月28日（金）まで
　日野病院組合では、看護師の業務に従事しようとする看護学生に、
修学に必要な資金を貸し付ける奨学金制度を設けています。
　将来、日野病院組合に就職した場合、奨学金の返還を免除する規定
もありますので、気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　【問合せおよび応募先】
　　　　　　　〒 689-4504　日野郡日野町野田 332 番地
　　　　　　　日野病院組合　日野病院 総務課
　　　　　　　　《電話》72-0351　《ファクシミリ》72-0089
　　　　　　　　《ホームページ》http://www.hinohp.com/

　
【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～
『いかなごのはぎしり』（非売品）

松浦稔明（元香川県坂出市長）　著
　著者は日野町黒坂生まれで。旧姓上村。
　根雨高から京大を経て、香川県坂出市の市長を
平成 21年までの 20年間務めた。
　著書は二編からなり、第一篇は生まれ育った黒
坂の思い出、父の出身地・新見市千屋への追憶。
そして、受験・大学を経て松浦家の養子として坂
出に住み、市長を目指すまで。
　市長に当選してからの第二編は、市の行政改革、
大赤字の市民病院の立て直し、駅周辺整備事業そ
の他、長期にわたる市政への情熱と、経過や成果
の記録からなる。
　政治の素人には眼を開かせられることばかりだ
が、不屈の強い信念を持った優れたリーダーだっ
たことがうかがえる。それでも中央政府、県、そ
して地域の住民の声などとの間で「はぎしり」し
つつの日々も多かったようだ。
　運輸省（旧）港湾局長を勤めた著者の兄、上村

正明氏は私の高校時代の同級生だが、酒を酌み交
わしていたある時、稔明氏のことに触れて「弟と
は親友でライバルで、そして兄弟なんだよ」と話
してくれた。医師だった2人の父親は、兄が1歳、
稔明氏がまだ胎内にいる時、28 歳の若さで戦死
した。著書にある父親の遺書は衝撃的だ。
　町図書館に 2冊寄贈されている。

《岡　行男さん（根雨）》

◆今月は、日ごろから
　町図書館を利用して
　いる岡さんから、紹
　介していただきまし
　た。ありがとうござ
　いました。


